
 

 

第２回「買うエコ大賞」受賞団体及び贈賞理由 
 

 

■【商品・サービス部門】受賞団体                 ※「優秀賞」は団体名の 50音順 

賞の種類 商品名 事業者名 

大 賞 電気のいらない陶器の加湿器 日産陶業株式会社 

滋 賀 県 知 事 賞  
日本初の軽合金製トリマラン[三胴]型クルーズ船 「ｍｅｇｕ

ｍｉ」(めぐみ)による湖上&湖上を結ぶ体験クルーズ 
琵琶湖汽船株式会社 

滋賀ｸﾞﾘｰﾝ購入ﾈｯﾄﾜｰｸ会長賞 こにゃんのねこ砂 木（こ）にゃん 有限会社山本材木店 

優 秀 賞 

農薬不使用栽培 朝宮茶 かたぎ古香園 

きぐみのつみき「ＫＵＭＩＮＯ（クミノ）」 クミノ工房 

和紙糸で作る自分色のジャケット 株式会社古川与助商店 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

農薬不使用栽培 朝宮茶 

優秀賞 

きぐみのつみき 

「ＫＵＭＩＮＯ（クミノ）」 

優秀賞 

電気のいらない陶器の加湿器 

和紙糸で作る 

自分色のジャケット 

大賞 滋賀県知事賞 滋賀 GPN会長賞 

日本初の軽合金製トリマラン 

[三胴]型クルーズ船 

「megumi」（めぐみ）による 

湖上＆湖上を結ぶ体験クルーズ 

こにゃんのねこ砂 木（こ）にゃん 

優秀賞 



 

 

■【商品・サービス部門】贈賞理由 

賞の種類 商品名 事業者名 

大 賞 

電気のいらない陶器の加湿器 日産陶業株式会社（甲賀市） 

一般投票、有効投票数 3943 の内、最多得票 2546 を獲得。最も多くの支持を集めた。滋賀県

の代表的な工芸品のひとつである「信楽焼」の製品。多孔質陶器ならではの浸透蒸散、吸収

等の機能を最大限に活用。窯業技術試験場と共同で時間をかけて吸収・蒸散するように試行

錯誤を繰り返した。受け皿に水を入れておくだけで使用できる“エネルギーを使用しない”

環境配慮性、独創性など多くの点が評価された。 

今回のテーマ（「省エネルギー・創エネルギー」）応募商品である。 

滋 賀 県 知 事 賞 

日本初の軽合金製トリマラン[三胴]型クルーズ船 

「ｍｅｇｕｍｉ」(めぐみ)による湖上&湖上を結ぶ体

験クルーズ 

琵琶湖汽船株式会社（大津市） 

旧船のアルミハルを再利用した三胴の船体設計採用により、造波抵抗が軽減され低燃費化を

実現。使用済み天ぷら油等の廃油を軽油に混同できるバイオディーゼル燃料対応機関を導入、

更に太陽光・風力発電システムを搭載し、船体そのものが非常に環境に配慮されている。こ

の「ｍｅｇｕｍｉ」を活用した様々な環境学習クルーズは、知事賞の「滋賀県の環境ブラン

ド力向上に特に寄与すると考えられる、特に優れた環境配慮型商品・サービス」に相応しく、

また滋賀県外の支持が非常に高いという理由で選ばれた。 

滋賀ｸﾞﾘｰﾝ購入ﾈｯﾄﾜｰｸ会長賞 

こにゃんのねこ砂 木（こ）にゃん 有限会社山本材木店（湖南市） 

本業の製材の際に大量に出る木くずを“もったいない”と再利用しようと、まず燃料として

の木質バイオマスペレットの製造販売を開始。冬場の商品であるペレットの更なる有効活用

をし、年間を通じて販売できる「ねこ砂」を開発した。消臭効果をＵＰさせるために、滋賀

県産近江茶を混ぜるなど、地域から調達した原材料ばかりの天然素材 100％である。こにゃ

ん市長の応援の元、猫ブームにも後押しされ、誰もが気軽に利用出来る商品ということで、

滋賀グリーン購入ネットワーク会長賞に選ばれた。 

優 秀 賞 

農薬不使用栽培 朝宮茶 かたぎ古香園（甲賀市） 

高級銘茶産地として知られた信楽朝宮地区において、かたぎ古香園 6 代目当主が、農薬・化

学肥料に頼る農法に疑問を持ち、安心して飲んでいただけるお茶作りの必要性を感じ、農薬

を使わない栽培が始まった。全国的にも前例がなく手探りの状態が続いたが、昭和 50（1975）

年より全ての茶園にて「農薬不使用栽培」で作り続けている。安心はもちろん、味にも自信

有り。事業者の環境に対する取り組みや姿勢がすばらしいと感銘を受けた投票者が多く、「優

秀賞」に選出。 

優 秀 賞 

きぐみのつみき「ＫＵＭＩＮＯ（クミノ）」 クミノ工房（東近江市） 

ありそうで、なかった、きぐみのつみき。1 種類のピースから、遊びは 3 次元に限りなく広

がる。子どもたちの創造力と想像力を育む「ＫＵＭＩＮＯ」は、教育関係者からも着目され

ている。現在は東近江市永源寺産の杉材を使用しているが、将来は遊んでくれる子どもたち

から見える山や、関係する流域から材料を調達する仕組みを作り、広く展開するのが目標。

建材に使えないような短材や小径木、端材を有効に活用することができ、森林の健全化にも

一役買えると今後に期待がかかる。 

優 秀 賞 

和紙糸で作る自分色のジャケット 株式会社古川与助商店（大津市） 

江戸時代に手漉き和紙の盛んだった大津市桐生において、西陣織の金銀糸を製造してきた技

術を活かし、和紙の裁断時に出る端材を活用して糸研究し、和紙糸を使ったジャケットやブ

ラウスの製作に成功した。和紙糸の原材料は針葉樹の木やマニラ麻が主であり、森林等の循

環にも役立っている。全てオーダーメイドのため、お客様の好きな色に染めることができる。

世界が今注目している和紙の新しい活用法として期待されることから選出された。 
 

  



 

 

■【活動部門】 環境活動表彰 受賞団体及び贈賞理由 

活動テーマ 受賞団体 

近江の古民家再生～「大津百町スタジオ」プロジェクト～ 株式会社 木の家専門店 谷口工務店（竜王町） 

ＪＲ大津駅前の”百町商店街”に建つ築 100 年を超える古い

町屋を改修し、ショールーム兼地域のコミュニティスペース

としてリニューアルオープン。「ものを大切にする心」「家を

大切に、長く住み継ぐ文化」を提案し、リノベーション工事

を積極的に行うことで、近江の歴史ある古民家を未来へ伝え

る活動ということで評価された。 

 

滋賀グリーン購入ネットワークの会員で「ゆるやかにつなが

る環境ビジネスネットワーク」を作ろう!  滋賀県産・木質

系バイオマス燃料の普及活動でエネルギー自給自足を実現!  

 [活動名 こにゃんの森エネルギー研究会]  

有限会社 山本材木店（湖南市） 

株式会社 ベストハウス（栗東市） 

製材時や建築工事の時に発生する端材・林地残材・間伐材等

を粉砕・成形したバイオ燃料である木質ペレット燃料の利用

促進を地域の環境・経済・雇用・エネルギー問題の解決につ

なげようと、その生産・販売から利用するシステムを適切に

かつ無理なく導入するための「ゆるやかにつながる環境ビジ

ネスネットワーク」を滋賀ＧＰＮ会員で構築したことが評価

された。 

 

ちずたび びわ湖一周 自転車 BOOK（ビワイチ公式ガイド）

の発行による、滋賀・琵琶湖の環境・観光情報の発信による、

交通のエコロジー化の促進 

輪の国びわ湖推進協議会（守山市） 

滋賀県は自転車での移動が便利な地域であり、自転車利用者

を増やすことは環境保全のためにも意義があることから、観

光目的も含めたビワイチを推進している。この BOOKでは、実

走調査を行った推薦 21コースを紹介し、名所旧跡からグルメ

情報、自転車修理店まで幅広い情報を掲載されている点が評

価され、選出された。 

 

 

  



＜買うエコ大賞とは＞ 

「買うエコ大賞」は、環境に配慮した滋賀県産の商品（原材料が滋賀県産のものも含む）またはサービスを

幅広く募集し、審査会で選ばれた商品またはサービスを、ウェブサイト等を活用して紹介し、一般投票で大き

な支持を得られた商品・サービスを表彰すること、また、グリーン購入活動をはじめとする環境負荷低減に関

する優れた取り組みを行った事業者、民間団体を表彰すること、およびそれらの受賞事例を紹介することによ

り、地球環境問題等への関心を高め、グリーン購入活動をはじめとする環境負荷低減活動を促進することを目

的としています。 
 

＜評価基準＞ 

（１）商品・サービス部門 

①環境配慮性 

・「グリーン購入基本原則『2製品・サービスのライフサイクルの考慮』」 

8項目の内、2項目以上に合致すること 

・上記について申請書類上でわかりやすく説明が記されていること 

②地域性 
・滋賀県産の製品であるか、または滋賀県産の原材料が使われていること 

・滋賀県に根付いたストーリー性があること 

③独創性 
・他製品にない独創的なアイデアが盛り込まれていること 

・使用目的に沿った機能やアイデアが優れていること 

④共感性 
・①～③に関する情報が、消費者にわかりやすく示されていること 

・消費者の支持を得られること 
 

（２）活動部門 

①自らの創意工夫 ・応募者自らの創意・工夫や、課題解決に向けた努力などが認められること 

②成果・効果 ・取り組みによる成果・効果が認められること 

③継続性・発展性 
・一時的な取り組みではなく、日常的、継続的に実施されていること 

・今後の発展的な取り組みが期待できること 

④汎用性 ・他の県民や事業者等の参考となる取り組みであること 
 

＜スケジュール＞ 

 2016年 6月～7月 20日  募集期間 

 2016年 8月 1 日（月） 予備審査 

 2016年 8月 9 日（火）      第 1次審査会・応募者交流会  会場：ピアザ淡海（大津市） 

 2016年 8月 20日～10月 31 日（月）正午 一般投票期間 

 2016年 11月 15日（火） 最終審査会 

 2016年 12月 3日（土） 表彰式  会場：ピアザ淡海（大津市） 
 

＜審査委員＞ 

（学識経験者） 滋賀県立大学 教授         徳満勝久氏（審査委員長） 

 びわこ成蹊スポーツ大学 学長     嘉田由紀子氏 

 (一社)滋賀グリーン購入ネットワーク 会長  秋山道雄氏 

（報道関係者） 株式会社京都新聞社 滋賀本社 編集部長   大橋晶子氏 

 びわ湖放送株式会社 代表取締役社長     東 清信氏 

（経済団体）  公益財団法人滋賀県産業支援プラザ 常務理事 中西道幸氏 

（消費者団体） 滋賀県生活協同組合連合会 会長 大塚光子氏 

 滋賀県地域女性団体連合会 常任理事 井上多佳子氏 

（県関係部局） 滋賀県 県民生活部管理監エネルギー政策課課長  中嶋 実氏 

 滋賀県 琵琶湖環境部温暖化対策課課長      桐畑正彦氏 

 滋賀県 琵琶湖環境部循環社会推進課課長     東村弘文氏 

 

＜主催＞ 一般社団法人滋賀グリーン購入ネットワーク ＜後援＞ 滋賀県 

 
                                               

一般社団法人滋賀グリーン購入ネットワーク（滋賀ＧＰＮ） 

〒520-0807 滋賀県大津市松本 1-2-1大津合同庁舎 6階 

TEL：077-510-3585  FAX：077-510-3586 

ＵＲＬ：http://www.shigagpn.gr.jp/ 

http://www.shigagpn.gr.jp/

